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外国人の心をうつショッピング
“ジャパン・ショッピング・フェスティバル”

2014年1月23日

株式会社ＵＳＰジャパン 代表取締役社長
一般社団法人ジャパンショッピングツーリズム協会 専務理事・事務局長

新津 研一
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本日のポイント＆当社団の概要

■本日のポイント

１．ショッピングツーリズムとは
２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは
３．おもてなし事業者支援の必要性
４．３つのオールジャパン

■当社団の概要
・名称 一般社団法人ジャパンショッピングツーリズム協会
・設立 ２０１３年９月
・代表理事 田川博己（株式会社ジェイティービー代表取締役社長）
・専務理事/事務局長 新津研一（株式会社ＵＳＰジャパン代表取締役社長）
・理事企業 ＪＴＢ、ＪＣＢ、ＮＴＴデータ、ダイヤモンド・ビッグ社（地球の歩き方）、ＵＳＰジャパン、やまとごころ
・会員企業 百貨店（三越伊勢丹、大丸松坂屋、阪急阪神百貨店、髙島屋、京王百貨店）

小売業（ヨドバシカメラ、三菱地所サイモン）
メーカー（ソニーマーケティング、サッポロビール）
金融サービス（Ｊ＆Ｊ事業創造、グローバルブルーＴＦＳ、トラベレックス）
旅行運輸（近畿日本ツーリスト、日本航空、全日本空輸）
情報通信（大日本印刷、サイバーコミュニケーションズ、ぴあ、ＮＴＴ東日本、リゾーム、凸版印刷、ＮＴＴドコモ）
人材・言語・コンサルティグ（ヒトコミュニケーションズ、ブリックス）

・所在地 〒141-0021 東京都品川区上大崎2-24-9 アイケイビル４F
・連絡先 TEL 03-6417-4025

URL http://www.jsto.or.jp
メール info@jsto.or.jp

■新津研一（にいつ けんいち） k.niitsu@jsto.or.jp
・長野県佐久市出身、東京都文京区在住、４３歳。横浜国立大学経営学部卒、IFIビジネススクール（ファッション産業人材育成機構）卒
・２０１２年３月、三越伊勢丹退職、同年５月、USPジャパンを設立。代表取締役社長。
・日本百貨店協会外国人観光客誘致委員会アドバイザー、観光庁ビジットジャパンプラス２０１３メンバー、免税制度協議会ＷＧ座長
・一般社団法人ジャパンショッピングツーリズム協会 専務理事/事務局長
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１．ショッピングツーリズムとは

■日本の魅力とショッピング

＜観光庁 新プロモーション方針＞
“「日本人」を切り口に再構築”

日本を旅行することでしか得られない3つの価値

価値１ 日本人の神秘的で不思議な「気質」にふれることができる。

価値２ 日本人が細部までこだわり抜いた「作品」に出会える。

価値３ 日本人の普段の「生活」にあるちょっとしたことを体験できる。
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１．ショッピングツーリズムとは

■日本の魅力とショッピング
１. 日本の伝統的な工芸品や生産者との触れ合いの体験

●日本が誇る名品とその販売
●ショッピングを通じて日本の魅力を体験
・物産展、産地訪問、工房体験、実演販売など

２. 品揃えと店舗環境

●驚きと発見の商品、売場のエンターテイメント
・ドラッグストア、100円ショップ、福袋など

●日本人のこだわり、目利きを感じる品揃え
・セレクトショップ、専門店、百貨店、キュレーターのような販売員など

3. 日本人のこころやスマートさを感じるおもてなし、サービス

●無料ラッピング、コンシェルジュサービスなど
●宅配、ＩＴツールによる多言語対応などのサービス

ショッピングツーリズム
||

単なる消費にとどまらない、日本の魅力が凝縮された有力な観光コンテンツ

ショッピングツーリズム
||

単なる消費にとどまらない、日本の魅力が凝縮された有力な観光コンテンツ
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１．ショッピングツーリズムとは

■急成長する日本のショッピングツーリズム
訪日ゲストの活動

日本食を食べる 95.0%

ショッピング 76.8%

繁華街の街歩き 64.2%

景勝地観光 58.5%

旅館に宿泊 51.9%

出典：H24訪日外国人消費動向調査

外国人旅行者の消費額内訳

■受け入れ店舗数
■言語対応
■免税制度
■決済対応

受け入れ体制の課題

訪日外国人観光客数とショッピング売上高

２０１１年 ２０１２年 ２０１３年

訪日客数 ６２１万人 ８３７万人 １０００万人？

ショッピング売上高 約２８００億円 約３５００億円 約４２００億円？
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１．ショッピングツーリズムとは

■世界一のショッピングデスティネーション

日本の魅力（こだわり・おもてなし・くらし）が凝縮された

ショッピングツーリズムを通じ、

世界一のショッピングデスティネーションを目指す。

ビジョン
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１．ショッピングツーリズムとは
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１．ショッピングツーリズムとは
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・シンガポール ・ドバイ ・マレーシア ・タイ

１．ショッピングツーリズムとは

■世界一のショッピングデスティネーション

●外国人訪問客数推移（韓国・日本比較） 単位：万人
・韓国
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ジャパンショッピングツーリズム協会

■ショッピングを軸とした訪日観光プロモーションを実施
■ショッピングだけでなく、農水産物や伝統工芸品・工業製品の生産地や生産者等、

日本の様々なコンテンツの魅力を発信
■複数年継続して進化し続けることを前提としたプロモーションの展開

■訪日観光に興味を持つおもてなし事業者の数の増加、質の向上
■官公庁・民間企業・地方自治体におけるインバウンドノウハウを蓄積するプラットフォームの構築

■国内でのインバウンド事例の表彰制度を導入し、インバウンド対応の啓蒙活動を展開

PR事業PR事業

おもてなし事業者支援おもてなし事業者支援

オールジャパン

１．官公庁・地方自治体⇔民間企業が連携する
２．民間企業が競合関係、業種・業態を超えて連携する

３．北海道から沖縄まで、大都市から地方都市までエリアを超えて連携する
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ジャパンショッピングツーリズム協会

■ショッピングを軸とした訪日観光プロモーションを実施
■ショッピングだけでなく、農水産物や伝統工芸品・工業製品の生産地や生産者等、

日本の様々なコンテンツの魅力を発信
■複数年継続して進化し続けることを前提としたプロモーションの展開

■訪日観光に興味を持つおもてなし事業者の数の増加、質の向上
■官公庁・民間企業・地方自治体におけるインバウンドノウハウを蓄積するプラットフォームの構築

■国内でのインバウンド事例の表彰制度を導入し、インバウンド対応の啓蒙活動を展開

PR事業PR事業

おもてなし事業者支援おもてなし事業者支援

オールジャパン

１．官公庁・地方自治体⇔民間企業が連携する
２．民間企業が競合関係、業種・業態を超えて連携する

３．北海道から沖縄まで、大都市から地方都市までエリアを超えて連携する

３．おもてなし事業者支援の必要性
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２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは
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従来のＶＪキャンペーン 今後(JSTO)

運営主体 国・地方自治体 民間

期間 単年度 同一キャンペーン名で複数年継続

エリア 地域毎 同一キャンペーン名で全国統一

コンテンツ
外国人向けに新規コンテンツ作成
例：５％クーポン、粗品進呈など

既存のショピングの魅力を活用＋ＪＳＴＯ主催イベント
例：福袋、バーゲンセール最大70%オフ、限定品販売、体験イベント
など

実施期間 不定期・春節など 固定（夏：７月～８月/冬：１２月～２月）

春春 夏夏 秋秋 冬冬

会期

A商店

B百貨店

Cショップ

D百貨店

春春 夏夏 秋秋 冬冬

１．各おもてなし事業者の有する既存の魅力的なコンテンツをそのまま活用する。
２．毎年、同じタイトル、同じ期間で、日本全国で実施する。
３．民間企業（おもてなし事業者、ショッピングツーリズム協会）が費用負担して実施する。

会期

A商店

B百貨店

Cショップ

D百貨店

新春セール新春セール 冬のバーゲン冬のバーゲン

福袋福袋セールセール

＊＊フェスタ＊＊フェスタ 限定販売限定販売

クリアランスセールクリアランスセール クリスマスセールクリスマスセール

春節期に１ヶ月程度

２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは ■従来のキャンペーンとの違い
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●実施期間
2013年12月1日(日)～2014年2月28日（金）3か月間

●開催場所
東京（関東）、関西、福岡 １７０施設１２０００ショップ以上

●主催
一般社団法人ジャパンショッピングツーリズム協会、観光庁

・共催
TOKYO GRAND SHOPPING WEEK実行委員会
KANSAI MEGA SALE (近畿運輸局、大阪市、大阪観光局、

大阪商工会議所、新関西国際空港（株）、大阪市商店会総連盟、神戸市、堺市）
FUKUOKA WELCOME CAMPAIN実行事務局

・特別協力
日本政府観光局（ＪＮＴＯ）

・後援
東京商工会議所、東京観光財団、福岡市、
日本百貨店協会、日本ショッピングセンター協会、
日本観光振興協会、日本インバウンドメディアコンソーシアム

●実施内容
①参加おもてなし事業者から情報集約した公式ＷＥＢサイト、アプリを通じた情報提供
②フェスティバル開催および、上記WEBサイト、アプリのＰＲ、宣伝活動
③イベント、抽選会、アプリなどを通じたおもてなし事業者への集客、送客
④おもてなしノウハウセミナー開催やマーケティングデータ提供による事業者支援

２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは ■概要
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Outlet
mall

Dept.
Store

Dept.
Store

２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは ■参加施設例
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各種ＳＮＳ

コミュニケーション
アプリ

www.GoJSF.com
情報発信情報発信

イベント情報

訪日ゲスト限定情報

セール情報

編集部おすすめ情報

店舗情報

ジャパンショッピングフェスティバル（JSF）
ホームページ

２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは ■情報発信
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Special EVENTSpecial EVENT

２．ジャパン・ショッピング・フェスティバルとは ■イベント
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１．ジャパン・ショッピング・フェスティバル概要（イメージ）
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情報の集約情報の集約
ＰＲ・宣伝ＰＲ・宣伝

魅力ある商品の提供
おもてなしの実施

情報の集約・ＰＲ
送客につながる仕掛け
ノウハウ・マーケティング

データの収集

●公式WEB、公式アプリの構築
・店舗基本情報
・セール、イベント情報

●PR、宣伝
・WEB広告
・公式フライヤー配布
（旅行社、機内、観光案内所、ホテ
ル、市中・店頭など）
・機内ビデオ
・TV番組など集客、送客集客、送客

●イベントの実施
集客、送客

・O2Oアプリ
・抽選会、イベント

外

国

人

外

国
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ジャパンショッピングツーリズム協会

■ショッピングを軸とした訪日観光プロモーションを実施
■ショッピングだけでなく、農水産物や伝統工芸品・工業製品の生産地や生産者等、

日本の様々なコンテンツの魅力を発信
■複数年継続して進化し続けることを前提としたプロモーションの展開

■訪日観光に興味を持つおもてなし事業者の数の増加、質の向上
■官公庁・民間企業・地方自治体におけるインバウンドノウハウを蓄積するプラットフォームの構築

■国内でのインバウンド事例の表彰制度を導入し、インバウンド対応の啓蒙活動を展開

PR事業PR事業

おもてなし事業者支援おもてなし事業者支援

オールジャパン

１．官公庁・地方自治体⇔民間企業が連携する
２．民間企業が競合関係、業種・業態を超えて連携する

３．北海道から沖縄まで、大都市から地方都市までエリアを超えて連携する

３．おもてなし事業者支援の必要性
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■対応店舗数
一例として。国内小売店舗数約100万店に対して、
免税店舗数はわずか4,000店。
外国人受け入れに積極的な店舗は少ない。

外国人旅行者受け入れ体制不足の例
訪日ゲストの活動

日本食を食べる 95.0%

ショッピング 76.8%

繁華街の街歩き 64.2%

景勝地観光 58.5%

旅館に宿泊 51.9%

出典：H24訪日外国人消費動向調査

外国人旅行者の消費額内訳

■受け入れ体制のレベル
■言語対応
接客などに不安を感じ、
外国人旅行者受け入れに非積極的。

■免税
外国人旅行者に人気の｢菓子・食品｣｢化粧品｣
｢医薬品｣などが免税対象外。
外国人旅行者に対して、告知・認知が不足。
→法改正

■決済
日本円を引き出せるATMに限りがあり、
全ての店でクレジットカードが使えるわけではない。
→金融機関の動向

３．おもてなし事業者支援
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プロモー
ション

受入
環境
整備

戦略
マーケティング

CRM

1. 基本ツール
2. 接客
3. おもてなし

1. 決済対応
2. 通信環境整備
3. 免税対応

1. 国内におけるプロモーション
2. 海外でのプロモーション

３．私たちが取り組まなければならない３つの課題 ■全体像

ＵＳＰの
発見

自分の魅力の発見、発掘
魅力の商品化
受け入れ窓口の設置
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2014
Summer 
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2014
Summer 
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その先へその先へ

20202020
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お気軽にお問合せください。
新津 研一 070-6572-2129

niitsu@usp.co.jp 03-3235-0029(株式会社ＵＳＰジャパン）
k.niitsu@jsto.or.jp 03-6417-4025（ジャパンショッピングツーリズム協会）


